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一
般
質
問

議員のつぶやき
未

小高区西部簡易浄水場除染

平成22年6月
閣議決定された中小企業憲章

出
生
数
激
減
に
向
き
合
え

問　

若
い
世
代
は
、
南
相

馬
市
に
見
切
り
を
つ
け
て

き
て
い
る
。

　

南
相
馬
市
の
２
０
０
８

年
、
09
年
の
出
生
に
よ
り

市
民
と
な
っ
た
人
数
は
606

人
だ
っ
た
。
そ
れ
が
11
年

は
511
人
に
減
り
、
今
年
は

322
人
に
激
減
す
る
事
が
予

測
さ
れ
る
。

　

住
め
な
い
ま
ま
の
大
地

の
ま
ま
、
除
染
す
ら
進
ん

で
い
な
い
事
が
、
大
き
な

要
因
だ
。

渡部 一 議員

問　

現
に
子
ど
も
が
住
ん

で
い
る
の
に
、
全
く
除
染
が

進
ん
で
い
な
い
。

　

決
ま
ら
な
い
大
規
模
型

仮
置
き
場
の
方
針
の
ま

ま
、
何
年
置
く
の
か
。
決

め
ら
れ
る
方
針
に
転
換
を

し
て
、
市
長
を
先
頭
に
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

　

桑
折
町
で
は
住
民
と
共
に

知
恵
と
力
を
出
し
て
、
小
規

模
仮
置
き
場
を
造
っ
て
進
め

て
い
る
。
大
字
単
位
の
仮
置

き
場
だ
。
住
宅
団
地
内
に
も

仮
置
き
場
が
で
き
て
い
る
。

そ
こ
で
の
線
量
は
周
辺
よ
り

も
は
る
か
に
低
く
、
安
全
と

言
え
る
。

　

小
規
模
仮
置
き
場
設
置
方

針
に
転
換
し
て
、
一
刻
も
早

く
除
染
を
進
め
よ
。

答　

高
線
量
の
8
行
政
区

以
外
は
広
域
的
仮
置
き
場

で
進
め
た
い
。

　

し
か
し
、
住
民
と
力
を

合
わ
せ
て
い
く
事
が
必
要

な
の
で
、
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
。

一
刻
も
早
く
除
染
を

一
刻
も
早
く
除
染
を

　

安
心
で
き
る
地
に
一
刻

も
早
く
戻
す
事
が
、
何
と

し
て
も
必
要
だ
。

答　

医
療
環
境
に
問
題
が

あ
っ
た
。

問　

市
長
は
勘
違
い
を
し

て
い
る
。
す
で
に
住
民
票

を
移
し
て
い
る
の
だ
。

　

現
実
を
深
刻
に
受
け
止

め
よ
。質問を終えて

　市長は質問をよく聞い
ていない？
　いや、それが一流の政
治家と思っている？

そ
の
他
の
質
問

❶ 

ヨ
ウ
素
剤
を
今
す
ぐ
全

世
帯
配
備
せ
よ

❷ 

高
齢
者
介
護
施
設
増
設

に
市
は
責
任
を
持
て

❸ 

原
発
事
故
収
束
宣
言
の

撤
回
を
求
め
よ

小川 尚一 議員

復
興
へ
中
小
企
業
振
興

復
興
へ
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
を

基
本
条
例
を

議員のつぶやき
未

も
た
ら
す
国
家
の
財
産
と

い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、

本
市
の
中
小
企
業
の
役
割

と
中
小
企
業
憲
章
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

答　

本
市
の
経
済
活
動
に

お
い
て
中
小
企
業
は
、
地

域
社
会
の
形
成
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

中
小
企
業
憲
章
の
基
本
理

念
に
あ
る
地
域
社
会
と
地

域
住
民
へ
の
貢
献
の
主
役

で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
難

局
の
克
服
へ
の
展
開
を
実

現
す
る
担
い
手
に
な
る
と

期
待
す
る
。
憲
章
に
つ
い

て
は
、
そ
の
理
念
を
地
域

で
実
現
す
べ
き
と
捉
え
る
。

問　

地
元
中
小
企
業
団
体

と
協
議
し
、
南
相
馬
市
中

小
企
業
振
興
基
本
条
例
を

制
定
す
る
考
え
を
伺
う
。

答　

条
例
を
制
定
す
る
上

で
、
中
小
企
業
の
総
意

と
、
共
通
理
念
に
基
づ
い

た
も
の
に
し
た
い
。
共
通

認
識
と
行
動
指
針
を
確
認

し
合
う
協
議
の
場
を
設

け
、
共
通
理
念
の
具
体
化

に
取
り
組
ん
だ
上
で
、
条

例
制
定
に
つ
い
て
関
係
団

体
と
協
議
を
進
め
る
。

問　

原
発
事
故
に
よ
っ
て

人
口
減
少
、
高
齢
社
会
が

進
み
、
物
流
と
交
通
網
の

切
断
に
よ
り
、
地
域
全
体

の
将
来
経
済
が
見
え
な

い
。
一
時
の
復
旧
バ
ブ
ル

に
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
無

く
、
原
発
事
故
の
長
期
的

な
影
響
を
受
け
止
め
な
が

ら
、
こ
の
地
で
生
き
残

り
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

復
興
に
貢
献
す
べ
く
営

業
を
続
け
る
中
小
零
細
企

業
は
少
な
く
な
い
。
平
成

22
年
６
月
に
、「
中
小
企

業
憲
章
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
て
い
る
。
基
本
理
念
に

は
、「
中
小
企
業
は
、
社

会
の
主
役
と
し
て
地
域
社

会
と
住
民
生
活
に
貢
献

し
、
地
域
社
会
の
安
定
を

質問を終えて
　復興には時間がかか
る。環境・福祉・医療・
教育を重点政策とした理
念と、中小企業支援を。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

最
重
点
政
策
に
、環
境
・

福
祉
・
医
療
・
教
育
を

❷ 

「
創
造
型
復
興
教
育
」

へ
の
取
り
組
み
を

❸ 

徹
底
し
た
芸
術
文
化
誘

致
に
よ
る
地
域
再
生
は
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一
般
質
問

議員のつぶやき
未

訓練に励む消防団員

アセットマネジメントの報告書（埼玉県鶴ヶ島市）

答　

60
％
程
度
の
充
足
率

で
す
が
、
現
団
員
の
皆
様

に
協
力
を
お
願
い
し
な
が

ら
団
員
の
確
保
に
努
め
る
。

問　

機
能
別
消
防
団
の
制

度
が
あ
る
と
聞
く
。
そ
の

結
成
に
向
け
た
取
り
組
み

の
考
え
を
伺
う
。

答　

消
防
職
員
OB
や
団
員

OB
等
活
用
に
つ
い
て
、
今

後
協
議
す
る
考
え
で
す
。

問　

広
域
消
防
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
に
消
防
署

機
能
整
備
が
必
要
。
南
相

細田 　廣 議員

教
育
政
策
は

問　

放
射
線
教
育
の
専
門

的
な
知
識
を
有
す
る
教
員

の
確
保
の
考
え
を
伺
う
。

答　

学
校
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
講
師
を
招
き
、

研
修
会
を
開
催
し
教
職
員

の
指
導
及
び
研
修
に
努
め

て
い
る
。

問　

震
災
後
、
子
供
達
の

学
力
や
体
力
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
が
、
向
上
へ
向

け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　

思
考
力
、
表
現
力
な

ど
の
育
成
に
努
め
て
い

る
。
又
、
学
校
教
育
活
動

全
体
を
通
し
体
育
指
導
の

充
実
に
努
め
て
い
る
。

消
防
団
の
確
保
は

問　

消
防
団
は
、
市
民
生

活
の
安
心
、
安
全
の
た
め

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
組

織
で
す
。
団
員
の
確
保
に

つ
い
て
は
行
政
の
最
大
の

支
援
と
協
力
が
必
要
で
あ

る
が
考
え
を
伺
う
。

未
来
を
担
う

未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

馬
消
防
署
鹿
島
分
署
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

南
相
馬
消
防
署
の
整

備
計
画
を
優
先
し
、
そ
の

後
に
検
討
す
る
。

問　

鹿
島
区
で
は
用
途
地

域
指
定
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
用
地
は
早
め
に
確
保

す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
考

え
を
伺
う
。

答　

整
備
計
画
の
規
模
等

に
つ
い
て
協
議
し
、
予
め

検
討
し
た
い
。

質問を終えて
　未来を担う子供達が、
放射能について、正しく
理解出来る教育を望む。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

ス
マ
ー
ト
IC
の
整
備
計

画
は

❷ 

鹿
島
民
俗
資
料
館
の
今

後
は

❸ 

任
期
付
き
職
員
は

但野 謙介 議員

長
期
的
視
点
で
公
共

長
期
的
視
点
で
公
共

施
設
管
理
を

施
設
管
理
を

議員のつぶやき
未

見
積
り
等
を
検
討
し
て
い

る
。
検
討
状
況
を
踏
ま
え

来
年
度
に
お
い
て
公
共
施

設
を
一
元
的
に
管
理
す
る

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
着
手

し
た
い
。
最
終
的
に
本
市

の
今
後
の
都
市
規
模
に
見

合
っ
た
公
共
施
設
の
効
率

的
な
整
備
の
あ
り
方
や
、

将
来
的
な
維
持
更
新
に

要
す
る
財
政
の
負
担
、
民

間
の
運
営
方
式
や
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
に
つ
い

て
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
各
公
共
施
設
の

統
廃
合
等
を
含
め
た
評
価

を
実
施
し
た
上
で
、
復
興

計
画
、
そ
し
て
財
政
計
画

並
び
に
行
政
改
革
推
進
計

画
等
に
反
映
さ
せ
た
い
。

問　

山
梨
県
の
中
央
道
で

ト
ン
ネ
ル
の
崩
落
事
故
で

尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ

た
。
事
故
原
因
に
留
ま
ら

ず
、
公
共
資
産
の
管
理
が

問
わ
れ
て
い
る
。
高
度
経

済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た

イ
ン
フ
ラ
は
、
大
規
模
改

修
や
更
新
の
時
期
に
さ
し

か
か
る
。
国
交
省
に
よ
れ

ば
今
後
必
要
と
さ
れ
る
負

担
は
50
年
間
で
190
兆
円
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

南
相
馬
市
は
震
災
に
よ

り
多
く
の
公
共
資
産
を

失
っ
た
。
一
方
で
深
刻
な

高
齢
化
と
人
口
の
減
少
に

直
面
し
て
い
る
。
公
共
施

設
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ

い
て
、
維
持
費
を
市
民
一

人
一
人
が
負
担
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
策
定

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答　

計
画
策
定
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
施
設
管
理
計

画
に
お
い
て
必
要
と
考

え
、
当
初
予
算
の
編
成
に

向
け
、
必
要
人
員
や
予
算

質問を終えて

　トンネル崩落事故のような痛ましい
事故を繰り返さないためにも、しっか
りと対応が必要。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

ス
タ
ッ
フ
不
足
の
中
、

医
療
体
制
の
方
向
性

は
？




